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地域づくり・市民活動などのご相談は北上市市民活動情報センターへ

出展申し込み

7月

情報センターブログの「7月の講座予定」ページ

は、印刷してご利用いただけます♪

紙面に載せきれない講座もありますので、各地

区のセンターだよりもぜひご覧ください。
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出展等についての

詳細・申し込み・問い合わせ

こちらから→

出展申込みは

７月７日〆切

https://logoform.jp/f/hdwiq

この交流会は、「福祉とつながりたい人、福祉で

つながりたい人」が集い、お互いの活動や課題

を知り、地域福祉における新たなつながりや協

力関係が生まれるきっかけづくりを目的として

います。

御自身の活動を紹介したり、仲間や協力者を募

集したりしたい方の参加はもちろん、ブース・ポ

スター展示を行わずに「まずは見に行く」「知り

合いを増やす」「地域の活動を知る」といった目

的での参加も大歓迎です。

◆日 時

７月１７日（金） 13:15～15:15
  
（開場・出展準備 12:30～）

◆会 場

さくらホールfeat. ツガワ 小ホール

◆対 象

地域のつながり・福祉・支え合いに関わる、または

関心のある個人・団体・機関等、どなたでも。
 
◆問い合わせ

北上市 福祉部 地域福祉課

8月7日から始まる北上・みちのく芸能まつりを

前に、広瀬川の清掃活動を行います。

来訪される皆さんを、きれいになった広瀬川で

気持ちよくお迎えしましょう！

活動日

7月29日（水）10:00～ （集合9:50）

集合場所

黒沢尻５区公民館(まちなか博物館１号館)の隣

の公園 （ 北上市青柳町2丁目7-14）

服装・持ち物

・汚れても良い服装

・ゴム手袋

・長靴

※清掃道具は会で

貸し出します。

主催 広瀬川まちづくり倶楽部
昨年度の様子

大交流会



黒岩自治振興会 / 黒岩地区交流センター

6月2日（火）、放課後わいわい塾「読み聞

かせ＆くろいわ探検」が開催され、黒岩地

区在住の東桜小学校の児童11名が参加し

ました。

放課後わいわい塾は、交流や体験活動を

通じて自主性や社会性を育み、郷土愛と

豊かな人間性を養うことを目的に実施さ

れています。

この日の「くろいわ探検」では、親水公園

お滝さんで生き物調査などを行いました。

活動のようすを一部、ご紹介します。

地域で子どもたちの学びを支える 「くろいわ探検」

交流センターからお滝さんまでは、交流セン

ター職員3名が引率し、子どもたちはみんな

で歩いて向かいました。

地域
の活動

お滝さんでは、黒岩地区農地・水・環境活動

組織委員会の昆さん、小田島さんが、子ども

達が安全に楽しく活動できるようサポートし

ました。

生き物調査の後は、三舘公民館の多田公民

館長が水車小屋の内部を案内。水車小屋の役

割や仕組みについて分かりやすく説明し、子ど

もたちは興味深そうに耳を傾けていました。

子どもたちは水辺で生き物探しに挑戦し、生

き物を見つけるたびに歓声を上げながら夢中

になって観察していました。

地域の大人たちが安全を見守り、環境を整

え、学びの機会を支えることで、子どもたち

は黒岩の豊かな自然や地域資源に親しむ貴

重な時間を過ごしていました。

地域ぐるみで子どもたちの成長を支える取

り組みの大切さが感じられる一日となりま

した。

取材にご協力いただいた皆さま、ありがと

うございました。



畑をきっかけに広がる協働の輪

とばせ園の畑

コラボ
の

取り組み

とばせ園の畑でつながる 「食・農・福祉」

6月13日（土）、とばせ園の畑で落花生「ナカ

テユタカ」の定植が行われました。

当日は、NPO法人わらすばキッズの生徒6名

と引率の先生、専修大学北上高校の生徒4名

が参加し、とばせ園の利用者や職員とともに

苗の定植作業に取り組みました。

落花生の定植体験

とばせ園は、北上市二子町にある就労継続支

援事業所です。

約3.5haの広大な畑を有し、大豆や落花生、

玉ねぎなど年間約20品目の農産物を栽培し

ています。

利用者が職員とともに農作業に取り組み、生

産された農産物や加工品は、市内外の産直施

設やふるさと納税の返礼品として販売されて

いるほか、学校給食にも活用されています。

とばせ園といわてNPO-NETサポートは、

協働で「とばせ園の畑でつながる『食・農・

福祉』」という取り組みをスタートしました。

この取り組みは、とばせ園の畑を舞台に、

多様な主体が農業体験を通じて「食」「農」

「福祉」とゆるやかにつながる機会をつく

ることを目的としています。

今回は、第1弾として開催した「落花生の

定植体験」の様子をご紹介します。

参加した高校生たちは元気よく作業に励み、

利用者のそばで一緒に作業を行う姿も見られ、

畑を通じた温かな交流の場となっていました。

この日定植した苗は約2,500ポット！作業

を終えた参加者からは「終わった～！」という

達成感あふれる声が上がり、笑顔が広がって

いました。

また、体験後には、参加者は自ら選んだ玉ね

ぎを2本収穫し、お土産として持ち帰りました。

今回植えた落花生は秋に収穫時期を迎え、収

穫体験の実施も予定しています。農業体験を

通じた協働の輪が、今後さらに広がることが

期待されます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



北上済生会病院 × 江釣子ショッピングセンター・パル

5月31日（日）、北上済生会病院と江釣子

ショッピングセンター・パルが協働で実施す

る「PAL WALK」が開催されました。

「PAL WALK」は、北上済生会病院が取り

組む「結まちプロジェクト」の一環として実

施されているもので、地域住民の健康づく

りと交流促進を目的としたウォーキング事

業です。

初日となるこの日は、「PAL WALK」に加え、

市民公開講座や、県内の就労支援事業所3

店舗による福祉マルシェも開催されました。

市民公開講座 / 福祉マルシェ

参加者は、ストレッチや血圧測定で体調を確

認した後、同院リハビリテーション科のスタッ

フと一緒にウォーキングコースを歩きました。

コラボ
の

取り組み 「PAL WALK」で健康と交流を促進

協同組合江釣子ショッピングセンターの髙橋

理事長は、「パルはお買い物だけでなく、地域

の集いのプラットフォームとして地域の皆さん

のお役に立ちたい。『PAL WALK』をつながり

づくりや健康づくりに役立てていただければ」

と話しました。

また、北上済生会病院の福島院長は、「病院

は治療だけでなく、地域の健康づくりに取り

組むことも重要です。『PAL WALK』の取り組

みを継続していきます」と話していました。

市民公開講座では、同院脳神経内科医師の

高橋純子先生が「アルツハイマー病と薬」を

テーマに講演しました。認知症の方が安心し

て過ごせる環境づくりの大切さや、アルツハイ

マー病の治療薬について分かりやすく解説さ

れました。

福祉マルシェでは、就労支援事業所で作られ

たパンや小物などが並び、来場者は買い物を

楽しみながら事業所の活動に触れていました。

PAL WALK

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ウォーキングコースは、北上済生会病院リハ

ビリテーション科のスタッフが監修。1階コー

スは約330m、2階コースは約450mで、床

面に設置された案内サインに沿って営業時間

内であればどなたでも利用できます。

コースはチェックポイントを巡るスタンプラ

リー形式となっており、スタンプを集めると

PALポイントが付与されます。

健康づくりを楽しみながら続けられる工夫

が詰まった取り組みです。
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